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柏の景気情報

柏　商　工　会　議　所

The kashiwa Chamber Of Commerce and Industry

令和４（２０２２）年３月の調査結果



３月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同

じ)は、▲２８．５（前月水準▲１９．１)となり、マイナ

ス幅が９．４ポイント拡大した。 
 半導体や原材料に加え、光熱費の大幅な高騰により利

益確保が難しい製造業や、まん延防止等重点措置で飲食

店やイベント関連、ホテルなどの業況感が悪化。一方、

重点措置の解除で人の動きの活発化が見られ、小売店の

業況感は改善。コロナにロシア・ウクライナ情勢が加わ

り、幅広い業種で円安やコスト増加の影響が出ている。 
 先行きＤＩは▲１５．１（今月比＋１３．４）と改善

を見込む。重点措置が解除となり、人の動きが増加する

ことによる持ち直しへの期待はあるも、警戒感は強い。 

「半導体不足、資源・燃料価格高騰に紛争問題と中国のゼロコロナ政策が追加され、先行きが見通せない」（機

械・同部品）、「コロナとロシアのウクライナ侵攻で、原油価格が高騰し、プラスチック原料が今までになく値上

がりしている」（プラスチック成型）、「原料、光熱費が上昇し利益を圧迫し始めている。国内観光が活発になれ

ば売上に期待ができる。製品に価格転嫁しにくい状況は変わらない」（鉄鋼）、「紙の値上がりと売上額の伸び悩

みで、苦しい年度末だった」（印刷）、「材料仕入価格の上昇が止まらない。売値の値上げが認められた矢先から

材料の値上げがあり、利益確保が困難」（金属製品）、「コロナに加えロシア・ウクライナ紛争で、今後更に燃料費

や電気料金の値上げが懸念される。ＤＸ等、生産性向上策を行うが、コストアップに追い付かない。先行きが見

通せない状況の中、賃上げは厳しい」（自動車付属品）、「注文を受けても装置関連部品の納期が半年以上先。納

品できないため入金が無く、現状は全て持ち出し状態」（検査装置・光学・機械設計） 

「まん延防止等重点措置の影響で売上減少が続く。感染者数も高止まりで客足の戻りが鈍い。感染者数減少に期

待」（日本料理）、「入居者の入れ替えに伴う設備、資材を含むリフォーム代の上昇を懸念」（不動産賃貸・管理）、

「コロナの影響でイベント＆レンタル業がゼロ」（不動産代理・仲介）、「ちばＳＤＧｓパートナーへ登録。当社Ｈ

Ｐにも掲載」（ビルメンテナンス ）、「環境展出典並びに大気汚染装置の更新助勢などアドバイザー的業務で現況

は安定（工場機械設置の営業支援）、「昨年１０月から２年間続いた５０％減の状況から回復の兆しを見せるが、４

月の見込み数が鈍化している気がする」（室内装飾業） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全産業ＤＩは３か月連続で悪化。まん延防止等重点措置の解除で人の動きが増加し持ち直しの期待はあるも、先行き警戒感強い 

調査期間:令和4年3月25日～4月3日 調査対象：柏市内157事業所及び組合にヒアリング、回答数112 

柏の景気情報（令和４年３月の調査結果のポイント） 

「技術者が不足」（一般土木建築）、「新年度を控え、発注が減少」（土木）、「鉄筋が大きく値上がり、残土処分

や､生コンの単価も上昇。４月から取引先に値上げを頼まざるをえないが､反映されるか不安」（とび）、「建設業

界はアスベスト問題の影響が大きく、補助金等のサポートがほしい。以前より解体・改修工事調査の処理費用

や工期が掛かってしまう」（塗装）、「原油高で、畳材料の仕入価格も上昇。いつまで続くのか…」（畳） 

「まん延防止等重点措置の解除後は客数増加。外出を連想させる物（お出掛け着、靴、バック等）の動向が良い。

ネットスーパーは好調を維持していたが、人の外出が増え鈍化。ＳＤＧｓ関連の商品を強化しており、一定数のお

客様には支持を得ている」（大型小売店）、「活気は戻ったが、飲食関連は原材料の値上がりが厳しい。客足が戻っ

たところへ値上げはしたくない」（各種商品小売）、「ひな祭りの売上が前年比増」（洋菓子店）、「ディナー需要の回

復が遅い。コロナ後の消費構造変化やＳＤＧｓに対応した事業展開、エリアにおける施設役割の再構築を検討し

ている」（各種商品小売）、「仕入価格の高騰で適正な利益が取りづらい。電気料の上昇も顕著で利益を圧迫。円安・

ドル高による物価上昇の懸念も悩ましい」（各種食料品小売）、「コロナで輸出先の国がロックダウンや輸入規制を

敷いており輸出台数が激減。半導体不足による新車納期の大幅遅延や中古自動車相場の高騰が継続、港湾費用及

び船賃の高騰によりコストプッシュインフレが業界を襲っている」（自動車卸売）、「円安による輸入水産物のコス

ト上昇で、荷動き鈍化を懸念。重点措置の解除で外食需要に期待したが、思ったほど良くない」（水産物卸売） 

全産業合計では、「柏の景気」が▲２８．５に対し、「ＣＣＩ－ＬＯＢＯ」が▲３２．７で柏の方がマイナス幅が４．２ポイント小さ

い。業種別では、「柏の景気」の方が良い業種は、建設業、卸・小売業、サービスであり、サービス業は２０ポイント以上良い。「柏の

景気」の方が悪い業種は、製造業である。 

前月と比べたＤＩ値の動き    改善    横ばい   悪化 

★調査結果のまとめ 

★全国の商工会議所早期景気観測調査（CCI－LOBO）との比較 

★業種別の動向 



  

 3 調査期間：2022年3月15日～22日 
 
調査対象：全国の331商工会議所が2,559企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（３月速報） 
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全国・産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
１０月 ▲ 28.9 ▲ 22.1 ▲ 14.7 ▲ 32.1 ▲ 42.2 ▲ 34.8 

１１月 ▲ 21.1 ▲ 18.2 ▲ 13.7 ▲ 20.8 ▲ 35.2 ▲ 18.9 

１２月 ▲ 15.8 ▲ 16.3 ▲  9.3 ▲ 11.6 ▲ 30.0 ▲ 12.5 

１月 ▲ 18.2 ▲ 21.5 ▲  6.9 ▲ 18.1 ▲ 26.7 ▲ 20.4 

２月 ▲ 33.9 ▲ 22.9 ▲ 21.1 ▲ 38.2 ▲ 43.8 ▲ 43.2 

３月 ▲ 32.7 ▲ 23.6 ▲ 25.0 ▲ 33.3 ▲ 40.9 ▲ 39.0 

見通し ▲ 28.8 ▲ 26.7 ▲ 24.4 ▲ 37.3 ▲ 36.2 ▲ 24.7 

 



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 28.5 ▲ 19.0 ▲ 36.0 ▲ 40.5 ▲ 13.7

▲ 32.7 ▲ 23.6 ▲ 25.0 ▲ 40.9 ▲ 39.0

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 10.7 ▲ 14.2 ▲ 16.0 ▲ 2.7 ▲ 13.7

▲ 23.2 ▲ 22.0 ▲ 11.7 ▲ 33.9 ▲ 30.1

採算DI  全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 21.4 ▲ 28.5 ▲ 32.0 ▲ 21.6 ▲ 6.8

▲ 34.7 ▲ 26.7 ▲ 29.5 ▲ 40.9 ▲ 41.0

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 56.2 ▲ 47.6 ▲ 84.0 ▲ 54.0 ▲ 41.3

▲ 65.3 ▲ 78.9 ▲ 74.9 ▲ 57.5 ▲ 52.6

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 13.3  14.2  16.0  10.8  13.7

16.6 30.7 13.1 14.5 15.0

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 14.2 ▲ 23.8 ▲ 8.0 ▲ 18.9 ▲ 6.8

▲ 20.7 ▲ 8.7 ▲ 18.2 ▲ 25.9 ▲ 28.0

今月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

柏の景気

CCI―LOBO

景気天気図

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

柏の景気

CCI―LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気



〇

〇

令和３年 令和４年

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月～６月 ( ３月～５月 )

全産業 ▲ 18.0 ▲ 19.5 ▲ 10.1 ▲ 15.9 ▲ 19.1 ▲ 28.5 ▲ 15.1 ( ▲ 13.0 )

建  設 ▲ 11.7 ▲ 23.5 ▲ 18.7 ▲ 19.0 ▲ 40.0 ▲ 19.0 ▲ 14.2 ( ▲ 15.0 )

製  造 ▲ 16.6 ▲ 12.5 ▲ 8.6 △ 6.6 ±0.0 ▲ 36.0 ▲ 32.0 ( ▲ 12.0 )

卸・小売 ▲ 25.9 ▲ 25.0 ▲ 15.3 ▲ 16.2 ▲ 41.6 ▲ 40.5 ▲ 29.7 ( ▲ 52.7 )

サービ ス ▲ 13.3 ▲ 15.3 △ 7.1 ▲ 29.5 △ 2.9 ▲ 13.7 △ 17.2 ( △ 29.4 )

令和４年（２０２２年）３月の動向
【業況について】

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

先行き見通し

３月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２８．５（前月水準▲１９．１)

となり、マイナス幅が９．４ポイント拡大した。

向こう３ヶ月（４月から６月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１５．１（前月水準

▲１３．０）となり、マイナス幅が２．１ポイント拡大する見通しである。
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前月同月と比較した今月の業況について



○

令和３年 令和４年

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月～６月 ( ３月～５月 )

全産業 ▲ 16.8 ▲ 24.3 ▲ 8.8 ▲ 0.7 ▲ 10.4 ▲ 10.7 ▲ 7.1 ( ▲ 4.3 )

建  設 △ 11.7 ▲ 29.4 ▲ 6.2 ▲ 4.7 ▲ 30.0 ▲ 14.2 ▲ 9.5 ( △ 5.0 )

製  造 ▲ 29.1 ▲ 8.3 ▲ 13.0 △ 16.6 △ 4.0 ▲ 16.0 ▲ 16.0 ( ±0.0 )

卸・小売 ▲ 22.2 ▲ 32.1 ▲ 15.3 △ 2.7 ▲ 22.2 ▲ 2.7 ▲ 13.5 ( ▲ 38.8 )

サービ ス ▲ 20.0 ▲ 30.7 △ 7.1 ▲ 13.6 △ 2.9 ▲ 13.7 △ 10.3 ( △ 23.5 )

先行き見通し

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「増加」の回答割合ー「減少」の回答割合

向こう３ヶ月（４月から６月）の先行き見通しについては、全産業では、▲７．１（前月水準▲

４．３）となり、マイナス幅が２．８ポイント拡大する見通しである。

○

【売上について】

３月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１０．７（前月水準▲１０．

４）となり、マイナス幅が０．３ポイント拡大した。
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前月同月と比較した今月の売上について



令和３年 令和４年

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月～６月 ( ３月～５月 )

全産業 ▲ 22.8 ▲ 26.8 ▲ 20.2 ▲ 14.3 ▲ 20.8 ▲ 21.4 ▲ 19.6 ( ▲ 21.7 )

建  設 ▲ 17.6 ▲ 29.4 ▲ 25.0 ▲ 19.0 ▲ 30.0 ▲ 28.5 ▲ 23.8 ( ▲ 10.0 )

製  造 ▲ 16.6 ▲ 16.6 ▲ 30.4 ▲ 6.6 ▲ 28.0 ▲ 32.0 ▲ 32.0 ( ▲ 20.0 )

卸・小売 ▲ 33.3 ▲ 39.2 ▲ 19.2 ▲ 16.2 ▲ 36.1 ▲ 21.6 ▲ 35.1 ( ▲ 61.1 )

サービ ス ▲ 20.0 ▲ 15.3 ±0.0 ▲ 15.9 △ 5.8 ▲ 6.8 △ 13.7 ( △ 11.7 )

３月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２１．４（前月水準▲２０．

８）となり、マイナス幅が０．６ポイント拡大した。

【採算について】

向こう３ヶ月（４月から６月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１９．６（前月水準

▲２１．７）であり、マイナス幅が２．１ポイント縮小する見通しである。

○

先行き見通し

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

○
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前月同月と比較した今月の採算について



○

令和３年 令和４年

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月～６月 ( ３月～５月 )

全産業 ▲ 53.0 ▲ 60.9 ▲ 64.5 ▲ 56.0 ▲ 52.1 ▲ 56.2 ▲ 58.0 ( ▲ 55.6 )

建  設 ▲ 41.1 ▲ 52.9 ▲ 50.0 ▲ 52.3 ▲ 50.0 ▲ 47.6 ▲ 57.1 ( ▲ 55.0 )

製  造 ▲ 75.0 ▲ 91.6 ▲ 82.6 ▲ 83.3 ▲ 80.0 ▲ 84.0 ▲ 80.0 ( ▲ 80.0 )

卸・小売 ▲ 48.1 ▲ 50.0 ▲ 69.2 ▲ 67.5 ▲ 55.5 ▲ 54.0 ▲ 64.8 ( ▲ 69.4 )

サービ ス ▲ 40.0 ▲ 38.4 ▲ 42.8 ▲ 29.5 ▲ 29.4 ▲ 41.3 ▲ 31.0 ( ▲ 23.5 )

向こう３ヶ月（４月から６月）の先行き見通しについては、全産業では、▲５８．０（前月水準

▲５５．６）となり、マイナス幅が２．４ポイント拡大する見通しである。

先行き見通し

【仕入単価について】
○ ３月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲５６．２（前月水準▲５２．

１）となり、マイナス幅が４．１ポイント拡大した。

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「下落」の回答割合ー「上昇」の回答割合

▲ 100.0

▲ 80.0

▲ 60.0

▲ 40.0

▲ 20.0

±0.0

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月～６月

ＤＩ値

月別

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

3%

37%60%

3%

52%

45%

5%

35%

60%

4%
8%

88%

0%

52%
48%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前月同月と比較した今月の仕入単価について



○

令和３年 令和４年

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月～６月 ( ３月～５月 )

全産業 △ 9.6 △ 8.5 △ 16.4 △ 15.9 △ 11.3 △ 13.3 △ 15.1 ( △ 14.7 )

建  設 △ 29.4 △ 17.6 △ 31.2 △ 33.3 △ 15.0 △ 14.2 △ 19.0 ( △ 15.0 )

製  造 △ 4.1 △ 4.1 △ 8.6 △ 13.3 △ 8.0 △ 16.0 △ 4.0 ( △ 8.0 )

卸・小売 ±0.0 △ 3.5 △ 7.6 △ 21.6 △ 11.1 △ 10.8 △ 16.2 ( △ 13.8 )

サービ ス △ 13.3 △ 15.3 △ 28.5 △ 4.5 △ 11.7 △ 13.7 △ 20.6 ( △ 20.5 )

向こう３ヶ月（４月から６月）の先行き見通しについては、全産業では、△１５．１（前月水準

△１４．７）となり、プラス幅が０．４ポイント拡大した。

【従業員について】
○ ３月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△１３．３（前月水準△１１．

３）となり、プラス幅が２．０ポイント拡大した。

先行き見通し

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「過剰」の回答割合ー「不足」の回答割合
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前月同月と比較した今月の従業員について



令和３年 令和４年

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月～６月 ( ３月～５月 )

全産業 ▲ 13.2 ▲ 15.8 ▲ 11.3 ▲ 9.8 ▲ 18.2 ▲ 14.2 ▲ 10.7 ( ▲ 14.7 )

建  設 ▲ 5.8 ±0.0 ▲ 18.7 ▲ 9.5 ▲ 20.0 ▲ 23.8 ▲ 14.2 ( ▲ 15.0 )

製  造 ▲ 25.0 ▲ 16.6 ▲ 30.4 ▲ 13.3 ▲ 32.0 ▲ 8.0 ▲ 20.0 ( ▲ 32.0 )

卸・小売 ▲ 22.2 ▲ 28.5 ▲ 11.5 ▲ 2.7 ▲ 27.7 ▲ 18.9 ▲ 24.3 ( ▲ 30.5 )

サービ ス △ 13.3 ▲ 7.6 △ 28.5 ▲ 13.6 △ 2.9 ▲ 6.8 △ 17.2 ( △ 14.7 )

先行き見通し

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

【資金繰りについて】

３月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１４．２（前月水準▲１８．

２）となり、マイナス幅が４．０ポイント縮小した。

向こう３ヶ月（４月から６月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１０．７（前月水準

▲１４．７）となり、マイナス幅が４．０ポイント縮小する見通しである。
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○
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前月同月と比較した今月の資金繰りについて



【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

【資金繰りＤＩ】

【従業員ＤＩ】

【売上ＤＩ】

全国（ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ）との比較
【CCIʷLOBOとは】

日本商工会議所が各地商工会議所のネットワークを活用し、地域や中小企業が「肌で感じる足元の 景況感」や「直面する経営課題」を

全国ベースで毎月調査し、その結果を集計・公表するものです

【業況ＤＩ】

柏▲ 28.5全国▲ 32.7
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業種別 概       況 業種

建築資材が高騰し、技術者が不足している。 一般土木建築工事業

コロナと戦争でどんどん景気が悪くなっております。 瓦斯機器、暖房空調工事業

新年度を控え、発注が減少する。 土木工事業

仕入単価の高騰はいろいろな物に影響している。鉄筋の値上がり幅はま

すます大きくなり、残土処分や､生コンの単価にも大きな影響が出てお

り、４月から取引先に単価の値上げを頼まざるをえない。ただ、お願い

はするが､反映されるかが不安である。

とび

景気回復よりもまずはコロナ対策と、本当に困っている業界へのフォ

ローだと思います。飲食店ばかりサポートして、その関連会社はサポー

ト無しなんてどう考えても間違っている。今後、建設業界はアスベスト

問題で大きく変化をするので、そのサポート（補助金など）をして欲し

い。国が認めた建材としてアスベストを使用してきたのに、解体・改修

工事は、調査から処理まで費用、工期がこれまでより掛かってしまう。

国に補助金の仕組みを作ることをお願いしたいものです。

塗装工事業

原油高などで、畳材料も仕入れ価格が上昇。いつまで続くのか…。 畳工事請負・畳製造販売業

半導体不足、資源・燃料価格高騰に加え、紛争問題と中国のゼロコロナ

政策が追加され、先行きが全く見通せなくなってきた。 機械・同部品製造業

化粧品容器の受注（口紅容器）に回復の兆しが全く見られない。頼りの

医療品容器に関しても軟調で先行き不安でいっぱいだ。 プラスチック加工

依然としてコロナ禍の深刻な影響を受け、業績の悪化が続いている。ま

た、半導体関連顧客からの注文も途絶えており、深刻な業績不振が続い

ている。
電子応用装置製造業

コロナウイルスの影響で原油価格が上昇、プラスチック原料の価格が上

がった所へ、ロシアのウクライナ侵攻で今までにない値上がりになって

おります。

プラスチック成型

新型コロナウイルスによるまん延防止等重点措置が３月２１日まで延⾧

されたことにより、引き続き出荷量は減少となった。重点措置が解除さ

れる直前より上向きとはなっているが、まだまだ厳しい状況は継続する

と思われる。また、原材料や電気料金やガス料金等の値上がりも経営に

大きく関係している。生産性の向上等にて固定費の削減等が重要になっ

てくる。

酒類製造業

【業種別】業界内トピックス

建設業

製造業



【業種別】業界内トピックス
原料、光熱費が上昇し利益を圧迫し始めている。まん延防止等重点措置

が解除し、国内観光が活発になれば売上に期待ができる。製品に価格転

嫁しにくい状況は変わらない。
鉄鋼業

職種によるのか、回復の見通しは不明である。 印刷業

材料の紙の値上がりと売上額の伸び悩みで、苦しい年度末の月でした。 印刷業

材料仕入れ価格の上昇が止まらない。売値値上げが認められた矢先から

材料値上げがあり、利益確保が困難だ。
金属製品

新型コロナウイルスによる影響で、一部の輸入材の不足や高騰により売

上の機会損失や生産コストの上昇が起きている上に、ロシア・ウクライ

ナ紛争が起き、今後更に燃料費や電気料金の値上げが懸念される。ＤＸ

等、生産性向上策を逐次行っているが、コストアップに追い付いていな

い。業績の良い大企業を中心に、大幅な賃上げを実施しているところも

あるが、先行きが見通せない状況にあって、賃上げ自体厳しい状況に

なっている。

自動車付属品製造業

電子デバイス不足による、注文を受けても装置関連の部品納期が半年以

上先で、納品が出来ず入金が無く、現状は全て持ち出し状態で早急に安

定した内容の案件に切り替えすることで動いています。

検査装置・光学設計、機械設計

柏市場での対飲食店向け取引はもはや全体の５％ほどである。一方で一

般消費者の来店が増え、現金取引はそちらのほうが多い。以前として弊

社の売上の大半は量販店向け卸売で、スーパーや百貨店テナントのテイ

クアウト寿司店が主となっている。その他、道の駅や直売所の売上が伸

びており、輸出やＥＣ販売も調子は良い。今後、近い将来、売り先のシ

フト、業態転換が迫られるときが来ると思うが、売上が安定している現

段階で様々な準備をしていきたい。

農畜産物・水産物卸売業

早く正常に戻ってもらいたい。 大型小売店

まん延防止等重点措置が解除されてからは客数が増えて上向き傾向。購

入する商品もお出掛けを連想させる物(お出掛け着、靴、バックなど)の

動向が良い。ネットスーパーは好調をキープしていたが人が外に出始め

て来たため鈍化している。ＳＤＧｓ関連の商品を強化しているが一定数

のお客様には支持を得ている。

大型小売店

活気は戻ったが、飲食関連では原材料等の値上げにより厳しい状況。客

足が戻ったところへ値上げはしたくない。
各種商品小売業

ひな祭りの売上げが前年比増。 洋菓子店

製造業



【業種別】業界内トピックス
まん延防止等重点措置が解除されたが、飲食業種のディナー需要回復が

遅い。中期視点的に、コロナ以降の消費構造変化に対応した事業展開

（営業時間や業種構成など）や、ＳＤＧｓに対応した事業展開、また、

エリアにおける施設役割の再構築を検討している。

各種商品小売業

仕入価格が軒並み高騰しており適正な利益が取りづらくなっている。電

気料の上昇も顕著で利益を圧迫している。為替に関しても円安・ドル高

は続くであろう事から、物価上昇の懸念があって悩ましい。
各種食料品小売業

COVID-19 の影響により、輸出先国がロックダウンや輸入規制を敷いて

いる影響で輸出台数が激減している。仕入に関しては、半導体不足によ

る新車納期の大幅遅延、またその影響で中古自動車相場の高騰継続、港

湾費用及び船賃の高騰によりコストプッシュインフレが業界自体を襲っ

ている。ロシアのデフォルト危機もあり、今後明るい未来はしばらくな

いと思われる。また岸田政権は、新しい社会主義を標榜している首相の

ため、海外からの投資も見込めないでしょう。

自動車卸売

ロシアのウクライナ侵攻による世界の人々への精神面および経済活動へ

のマイナス影響を懸念。
特殊繊維製品卸 

この円安により、輸入水産物のコスト上昇で単価高が予想され、今後水

産物の荷動きが鈍化する懸念がある。まん延防止が解除され外食需要に

期待したが、思ったほど売れ口は良くない。

水産物卸売業

６～８月以降が良くない気がします。 産業機械販売

まん延防止等重点措置の影響で売上減少が続いている。感染者数は高止

まりしているため、客足の戻りが鈍いが４月以降の感染者数減少に期

待。

日本料理

入居者の入れ替えに伴う設備、資材を含むリフォーム代の上昇を懸念し

ています。
不動産賃貸・管理業

相続案件や資産整理による売却等が増加。また、賃貸入居者の方で少し

でも広い住まいに転居したいという購入希望が増えている。
不動産管理業

コロナの影響でイベント＆レンタル業が全然ありません。 不動産代理業・仲介業

コロナの感染拡大のため、新年度の生徒募集時期にチラシを撒くことが

できなかった。ここにきて漸く新規の問い合わせの動きが出てきたが、

この時期に宣伝ができなかったことで年間を通じてどれほどの影響があ

るのか不安。

学習塾

柏市全体で経済状況は衰退していると思います。 情報処理・提供サービス

ちばSDGｓパートナーへ登録。当社ホームページにも掲載。 ビルメンテナンス 

環境展出典の助勢並びに大気汚染装置の更新助勢などアドバイザー的業

務で現況は安定。
工場機械設置の営業支援

卸・小売業

サービス業



【業種別】業界内トピックス
好転の見通しがあったものの、不確実性や不安定な様子は依然として強

く懸念されています。
日本語教育

小学生や未就学児に広がるコロナの蔓延を懸念。また、戦争等による仕

入価格の値上がりがある。
飲食・その他サービス

昨年１０月から２年間続いた５０％減の状況から回復の兆しを見せる

が、４月の見込み数が鈍化している気がする。
室内装飾業

お客様状況も悪化している模様。資材の高騰やその入手遅れが影響して

いるかもしれない。 経営コンサル



附帯調査結果

新型コロナウイルス感染症の影響について

〇新型コロナウイルス感染拡大前と比べた、今月の売上について

0%

9%

29%

33%

29%

0%

【建設業】

8%

25%

31%

16%

14%

6%

深刻なマイナスの影響が続いている（感染拡大

前と比べ、売上が５０％超減少）
大きなマイナス影響が続いている（感染拡大前

と比べ、売上が３０％程度減少）
ある程度のマイナスの影響が続いている（感染

拡大前と比べ、売上が１０％程度減少）
現時点で影響はないが、今後マイナスの影響が

出る懸念がある
影響はない

感染拡大前と比べ、売上は増加している

【全産業】

12%

24%

36%

8%

12%

8%

【製造業】

5%

35%

32%

14%

3%
11%

【卸・小売業】
0%

9%

29%

33%

29%

0%
【サービス業】



質問Ａ

1 2 3 1 2 3
増加 不変 減少 増加 不変 減少

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
下落 不変 上昇 下落 不変 上昇

1 2 3 1 2 3
不足 適正 過剰 不足 適正 過剰

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ

       ＜業種別回収状況＞

38
61.8%
65.8%

回答数
71.3%
回収率調査産業 調査対象数

157
34

112全 産 業

48

建   設 21
25
37

製   造
卸  ・  小売
サ ー ビ  ス

※ＤＩ値と景気の概況

質問事項
回  答  欄

前年同月と比較した

今月の水準

今月の水準と比較した向こ

う3ヶ月の先行き見通し

37 29 78.4%

※ＤＩ値（景況判断指数）について

77.1%

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

ｅ.業況

0＞DI≧▲25

ａ.売上高（出荷高）

ｂ.採算

（経常利益ベース）

ｃ.仕入単価

ｄ.従業員

調査方法と調査票
下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で

「業界内のトピック」の記述回答。

▲25＞DI

DI値は、業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を表す。

ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割合が多いこと

を示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示

す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・

弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ ＝ （増加・好転などの回答割合） ʷ （減少・悪化などの回答割合）

ｆ.資金繰り

業界内のトピック（記述式）

調査要領
調 査 期 間

柏市内１５７事業所及び組合にヒアリング

令和４年３月２５日 ～ 令和４年４月３日

調 査 対 象 

まあまあ 不振 極めて不振特に好調 好調


